
る
場
合
を
含
む
。

④
請
求
者
が
父
（
母
）
の
場
合
、
児
童
が

母
（
父
）
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

と
き
（
父
（
母
）
障
害
該
当
の
場
合
を

除
く
）。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

福 

祉

◆
◆
◆

4
月
2
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

4
月
2
日
～
8
日
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

毎
年
４
月
２
日
は
、国
連
で
定
め
た「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
か
ら
の
１
週

間
を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
定
め
、

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ

い
て
、
多
く
の
人
た
ち
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
の

機
能
障
害
で
「
相
手
の
気
持
ち
が
読
め
な

い
」「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
強
い
こ
だ
わ
り
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る

人
が
社
会
の
中
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解
が
必
要
で
す
。

障
害
の
特
性
を
理
解
し
、
接
し
方
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
持
っ
て
い
る
本
来
の
力
が

生
か
さ
れ
生
活
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」「
発
達
障
害

啓
発
週
間
」
を
契
機
と
し
て
、
発
達
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
新
年
度
分
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の
所
得
が
基

準
以
下
の
学
生

※
所
得
の
目
安
／
１
2
８
万
円
（
令
和
2

年
度
以
前
は
1
1
8
万
円
）
＋
（
扶

養
親
族
の
数
×
38
万
円
）
以
下

●
申
請
書
提
出
先

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）、
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）、
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
、
各
出
張
所

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

●
保
険
料
の
追
納

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
各
月
か

ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

子
育
て

◆
◆
◆

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

父
母
の
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
者
）
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
手
当
を
受
け
る
に
は

必
要
書
類
を
添
え
て
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
者
や
生
計
同
一
の
扶
養
義
務
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

※
請
求
者
ま
た
は
児
童
が
公
的
年
金
給
付

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

公
的
年
金
給
付
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養

手
当
の
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

③
父
（
母
）
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
。

※
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

手当支給月額（令和 5 年度（2023 年度））
児童 1 人目

全部支給 4万4,140円

一部支給 4万4,130円～1万410円

児童 2 人目

全部支給 1万420円

一部支給 1万410円～5,210円

児童 3 人目以降

全部支給 6,250円

一部支給 6,240円～3,130円

4 月より、障害のある方やそのご家族などに配布していた障害児者
サポートブックが新しくなります。

表紙は、ぶどう山椒やススキ、蔵王橋など有田川町を連想させるも
のでカラフルに、情報は最新の内容に一新して新たな制度も追加し、
さらに見やすくなりました。

なお、障害児者サポートブッ
クは町ホームページにも掲載して
います。発行後に法改正などによ
り変更があった場合はホームペー
ジの内容を随時更新していますの
で、最新の情報についてはホーム
ページをご確認ください。

障害児者サポートブックが新しくなります

配布・お問い合わせ先／やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

お知らせお知らせ

421 広報ありだがわ　2023.4


